
　
資
本
主
義
社
会
と
景
気
変

動
は
、
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
関
係
で
す
。
需
要
が
伸

び
る
こ
と
に
よ
り
利
益
が
最

大
化
し
、
さ
ら
に
供
給
を
増

や
す
た
め
に
、
資
金
が
設
備

投
資
に
回
り
生
産
が
増
え
ま

す
。
そ
し
て
ま
た
、
利
益
が

増
大
し
賃
金
が
上
昇
、
消
費

者
の
懐
が
豊
か
に
な
り

ま

す
。
こ
の
こ
と
で
消
費
者
マ

イ
ン
ド
が
上
が
り
購
買
意
欲

が
増
し
て
需
要
が
喚
起
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
景
気
好
況
の

循
環
で
す
。

　
一
方
、
こ
の
状
態
が
続
く

と
設
備
が
過
剰
に
な
り
、
在

庫
が
増
え
て
価
格
低
下
が
起

き
ま
す
。
消
費
者
物
価
は
下

が
り
、
企
業
の
利
益
は
低
下
、

賃
金
上
昇
が
抑
え
ら
れ

ま

す
。
結
果
と
し
て
消
費
（
需

要
）
が
低
迷
し
不
景
気
に
な

り
ま
す
。

　
か
つ
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

は
「
モ
ノ
の
価
格
と
量
は
需

要
と
供
給
の
交
点
で
決

ま

る
」
と
説
き
ま
し
た
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
を
「
神
の
見
え
ざ

る
手
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

素
晴
ら
し
い
発
想
で
す
。
ケ

イ
ン
ズ
は
「
景
気
循
環
は
需

要
が
低
迷
す
る
こ
と
で
起
き

る
の
で
、
需
要
を
喚
起
す
る

の
に
政
府
が
需
要
を
つ
く
る

こ
と
が
必
要
」
と
も
説
き
ま

し
た
。
周
知
の
こ
と
だ
と
言

わ
れ
そ
う
で
す
が
、
あ
え
て

書
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
話
は
こ
こ
か
ら
で

す
。
経
営
者
は
近
未
来
経
済

予
測
を
し
な
が
ら
自
社
の
計

画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
計
画
の
中
に
組

み
入
れ
る
こ
と
で
重
要
な
の

は
「
景
気
変
動
は
必
ず
あ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で

は
消
費
税
３
％
導
入
か
ら
５

％
、
８
％
と
上
が
る
た
び
に

必
ず
マ
イ
ナ
ス
景
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
１
０
％

導
入
後
も
G
D
P
が
年
率
換

算
で
マ
イ
ナ
ス
６
・
５
％
と

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
消
費
税
１
％
は
２
・
５
兆

円
の
増
税
で
す
。
「
自
社
技

術
と
製
品
は
、
技
術
革
新
が

続
く
中
で
今
後
ど
の
程
度
必

要
と
さ
れ
る
の
か
」
「
高
齢

化
社
会
で
労
働
者
を
ど
の
よ

う
に
確
保
し
技
術
水
準
を
い

か
に
保
っ
て
い
く
か
」
「
資

金
確
保
は
で
き
て
い
る
か
」

な
ど
、
経
営
者
が
熟
考
す
べ

き
事
柄
は
多
く
あ
り
ま
す
。

　
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
、
経
済

指
標
、
経
済
評
論
家
、
自
社

の
会
計
分
析
な
ど
、
情
報
は

そ
れ
な
り
に
あ
り
ま
す
が
、

自
社
の
こ
と
を
詳
細
に
判
断

し
て
く
れ
る
人
は
ど
こ
に
も

い
ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
が
経

営
者
の
実
力
が
問
わ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
自
分
自
身
の

力
が
試
さ
れ
る
場
面
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
問
題
が
経
営
に

影
響
が
出
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
み
な

さ
ま
一
人
一
人
の
実
力
を
発

揮
す
る
良
い
舞
台
で
す
。
お

互
い
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
経
営
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
（
湘
南
デ
ザ
イ
ン
Ｃ

Ｅ
Ｏ
・
松
岡
康
彦
）

　
《
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
》

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
緊

急
事
態
宣
言
が
４
月
８
日
に

出
て
、
４
月
１
日
か
ら
６
月

30
日
ま
で
を
緊
急
対
応
期
間

と
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ

い
て
は
す
で
に
１
月
24
日
か

ら
従
来
の
要
件
が
緩
和
さ
れ

て
い
た
が
、
こ
の
３
カ
月
間

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
緩
和

さ
れ
、
販
売
量
、
売
上
高
な

ど
の
事
業
活
動
を
示
す
指
標

『
生
産
指
標
要
件
』
が
計
画

届
月
の
前
月
１
カ
月
間
が
前

年
比
と
比
べ
て
10
％
減
だ
っ

た
の
に
対
し
、
５
％
減
で
良

く
な
っ
た
。
ま
た
、
助
成
率

が
３
分
の
２
か
ら
５
分

の

４
、
判
定
期
間
中
に
解
雇
が

無
け
れ
ば
10
分
の
９
と
拡
充

さ
れ
た
」

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
特
例
措

置
（
４
月
～
６
月
）
と
従
来

の
雇
調
金
と
比
較
（
中
小
企

業
）
す
る
と
、

　
▽
雇
用
保
険
の
被
保
険
者

期
間
が
６
カ
月
未
満
の
従
業

員
も
対
象
に
な
る

　
▽
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
（
１

年
）
を
経
過
し
て
い
な
く
て

も
対
象
に
な
る

　
▽
本
来
な
ら
休
業
計
画
の

届
出
は
実
施
開
始
日
よ
り
先

だ
が
、
６
月
30
日
ま
で
の
分

に
つ
い
て
は
、
計
画
届
を
後

で
出
し
て
も
よ
い

　
▽
生
産
指
数
の
確
認
期
間

が
３
カ
月
間
比
較
か
ら
１
カ

月
間
比
較
に
短
縮
さ
れ
る

　
▽
事
業
開
始
１
年
未
満
の

事
業
所
も
対
象
と
な
る

　
▽
従
業
員
数
が
前
年
同
月

比
べ
て
、
増
え
て
も
対
象
と

な
る

　
▽
助
成
率
が
２
／
３
か
ら

４
／
５
、
ま
た
は
９
／
10
に

増
額
（
た
だ
し
、
上
限
８
３

３
０
円
）

　
▽
休
業
支
給
限
度
日
数
、

年
間
１
人
当
た
り
１
０
０
日

だ
が
、
４
月
～
６
月
の
休
業

日
数
は
１
０
０
日
に
含
め
な

く
て
も
よ
い

　
▽
雇
用
保
険
に
入
っ
て
い

な
い
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど

従
業
員
も
対
象
と
な
る

　
▽
休
業
中
の
教
育
訓
練
費

が
１
人
１
日
当
た
り
１
２
０

０
円
か
ら
２
４
０
０
円
に
ア

ッ
プ
し
訓
練
要
件
も
自
宅
学

習
な
ど
も
Ｏ
Ｋ
な
ど
と
緩
和

さ
れ
た
」

　
「
雇
調
金
は
、
雇
用
を
維

持
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
た

め
、
従
業
員
を
解
雇
す
る
の

は
で
き
る
だ
け
避
け
雇
用
を

維
持
し
て
も
ら
い
た
い
。
雇

調
金
の
申
請
を
考
え
て
い
る

事
業
主
は
い
つ
、
誰
を
、
ど

の
位
の
日
数
（
期
間
）
を
休

ま
せ
る
か
を
決
め
、
休
ま
せ

た
と
き
の
休
業
手
当
を
ど
の

位
上
げ
る
か
（
労
働
基
準
法

で
は
最
低
60
／
１
０
０
）
を

決
め
、
労
使
協
定
を
結
ん
で

実
施
し
て
い
く
必
要
が

あ

る
」

　
《
支
給
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド

は
》

　
「
申
請
書
類
が
受
理
さ
れ

て
か
ら
最
短
１
カ
月
程
度
を

目
指
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
申
請
書
類
も
従
来
と
比

べ
、
半
分
に
な
っ
た
。
た
だ
、

厚
生
労
働
省
が
発
行
し
て
い

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
だ
け

だ

と
、
実
務
的
な
部
分
が
分
か

り
に
く
い
の
で
、
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

作
成
し
た
方
が
得
策
だ
。
提

出
書
類
は
審
査
側
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
が

カ
ギ
。
も
し
提
出
し
て
も
、

多
く
の
確
認
事
項
が
あ
っ
た

ら
支
給
さ
れ
る
ま
で
時
間
か

か
か
る
。
そ
の
点
、
問
い
合

わ
せ
が
な
け
れ
ば
支
給
は
早

く
な
る
」

　
《
審
査
側
が
分
か
り
や
す

く
す
る
た
め
に
は
》

　
「
例
え
ば
、
タ
イ
ム
カ
ー

ド
・
出
勤
簿
等
で
就
業
日
と

就
業
日
に
対
応
す
る
休
業
日

が
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し

て
お
く
と
よ
い
。
シ
フ
ト
表

な
ど
の
場
合
は
、
２
段
で
作

成
す
る
。
上
段
は
本
来
の
シ

フ
ト
、
下
段
が
（
休
業
や
営

業
時
間
短
縮
で
）
休
ま
せ
る

日
を
記
入
す
る
。
ま
た
給
与

支
給
明
細
は
支
給
項
目

に

『
新
型
コ
ロ
ナ
休
業
手
当
』

と
１
項
目
別
に
設
定
し
て
お

く
の
も
一
つ
の
方
法
で

あ

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
提

出
時
の
確
認
書
類
が
審
査
す

る
人
に
分
か
り
や
す
く
伝
わ

る
は
ず
だ
」

　
工
業
部
会
（
甲
斐
美
利
部

会
長
）
は
、
Ｇ
Ｅ
Ｔ
・
Ｔ
Ｒ

Ｙ
・
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
の
３
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
16
期
活
動

報
告
書
を
発
行
し
た
。

　
工
業
部
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
▽
Ｇ
Ｅ
Ｔ
（
研
修
事
業
）

▽
Ｔ
Ｒ
Ｙ
（
視
察
事
業
）
▽

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
（
交
流
・
広

報
・
社
会
奉
仕
事
業
）
の
３

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
構
成
。
市

場
の
研
究
や
技
術
視
察
、
産

学
・
産
産
連
携
な
ど
に
よ
っ

て
会
員
の
皆
様
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
。

　
今
回
の
報
告
書
発
行
に
当

た
っ
て
は
、
▽
３
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
内
容
を
す
べ
て

の
会
員
に
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
▽
新
た
な
仲
間
の
参
加
動

機
に
つ
な
げ
る
こ
と
▽
ウ
ェ

ブ
活
動
報
告
へ
誘
導
し
、
会

員
が
最
新
情
報
に
触
れ
る
機

会
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
―
な

ど
を
目
的
と
し
て
、
17
期
の

委
員
長
３
人
を
中
心
に
作
成

を
進
め
た
。
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　〒252-0239　
　相模原市中央区中央3-12-3
　商工会館本館１階
　※プリントしてご自由にお
　　読みください。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
企
業
も
出
て
い
る
た
め
、
国
や
自
治
体
に
よ
る
緊
急
経

済
対
策
が
続
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
休
業
手
当
の
一
部
を
国
が
支
援
す
る
「
雇
用

調
整
助
成
金
」
（
雇
調
金
）
の
要
件
緩
和
も
そ
の
一
つ
だ
。
以
前
の
雇
調
金
と
比
べ
て

ど
う
な
っ
た
の
か
。
ま
た
、
提
出
す
る
際
の
注
意
点
は
何
な
の
か
。
相
模
原
商
工
会
議

所
で
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
、
岩
谷
房
雄
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士
（
瑞
穂
事
務
所

代
表
）
に
聞
い
た
。


